
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

羽生市家庭教育支援チーム 

 （呼称：羽生市家庭教育サポートネット「キャロット」） 

 URL：https//carrotwith.jmdo.com/ 

 

②活動拠点 羽生市女性センター、羽生市内公民館、羽生の杜 

③活動範囲 羽生市内全域等 

④組織体制 

 

  ２７ 人 

（うち 民生児童委員２人、元幼稚園教諭１人、保育士１人、 

元学校さわやか相談員２人、元教員２人） 

 

○親の学習 埼玉県家庭教育アドバイザー ５人 

○学習支援 １５人 

○子ども食堂 ７人       ○フードパントリー 

 

⑤活動開始年度 平成２５年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

キャロット代表 春山 教子 

（TEL）048-561-2413   （E-mail）hry-2003@beige.plala.or.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 



②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

③活動内容 

【具体的な活動内容】 

１ 「親の学習」講座の実施(小学校、中学校) 

 小学校・中学校への新入学児童生徒のいる保護者対象に、市内全小学

校の就学時健診や、全中学校の入学説明会で、「親の学習」を実施（同時

に託児も実施している。） 

 

２ 親子で楽しむ「子育て広場」の開催 

 保護者や子どもたちと体験活動や季節の遊びを楽しみながら、友達作り

や子育ての悩みなど気軽に相談できるようにする居場所づくり 

 

３ 生活困窮者の子どもたちの学習支援 

 小学生・中学生・高校生を対象に、経済的理由や不登校で個別の学習

の支援が必要な子どもへの学習支援 

 

４ ひとり親家庭等への食糧支援（子ども食堂とフードパントリー） 

 地域の農家や商店などの協力も得て、ひとり親家庭などへの無料の食

糧支援と子ども食堂の実施 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

・ 子育てひろばでは、サツマイモ掘り等の体験活動を通して、参加してよか

った、友達ができてよかった、リフレッシュできた、また参加したい等の声

を多数いただいた。 

・ 親の学習講座では、同じ小学校に入学する親同士が初めて出会い、子

育ての悩みを話せたことで入学への不安が安らいだとの声をいただい

た。 

・ 子どもの学習支援活動では、講師として幅広いシニア層が集まり、生き

甲斐ともなっている。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

地方公共団体単独事業として実施 

特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


